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号雪?土語学研究所 阿保 栄司

興味の中心は物流分野物流問題においても， ORモデ

ルが多数開発されている.しかし，既存のORモデルの

うちで，実際の物流問題の解決に役立つものが少ないの

は残念である.

現実の物流現象はなかなか複雑で，その本質を充分に

表現し k.ORモデルが少ないということも，その理由の

ーっかも知れない.その他に，モデルのなかで・使用され

ているコスト・パラメタが，実際の企業会計システムか

らどのようにして得られるのか不分明であること等も原

因のーっかも知れない.たとえば，在庫モデル等にして

も，品切費等は概念的で実際には計測不可能なコストで

ある.したがって品切費を使用したそテツレは，実際に操

作不可能なモデルなので、ある.実際問題を解決するため

の OR という， ORの原点を忘れてはならないだろう.

とくに企業問題を取扱う OR ワーカーにお願いしたいこ

とは，企業の会計システムに強くなることである.

その意味で，最近読ましていただいている千住鎮雄教

授の「経営科学を生かして使うには」の連載は大変有益

であった.

装勢?を(事)坂野 ヨム

に近い事象とは起きえない事象を意味しません(現にわ

れわれは生きている).私の従事しております computer

system のソフト開発でも計算上確率が零に近い組合せ

事象が問題になります Network を形成する通信形の

複合障害の場合，設計時には数億年に 1 回のタイミング

と予想した事象が試験工程や過負荷運転中に発生し，そ

の対処に苦しむことがあります.再現性に乏しいため断

定できませんが，これは個々の部品・ソフトの低信額性

に起因するのではなく，単純な故障や運用ミスが発端と

なって呉常が異常をよぶにいたったと恩われます.つま

り計算の前提であった事象のランダム性や相互の独立性

が彼られた状態です.結局設計段階からあらゆる論理的

組合せに対処しておけば最良ですが， ソフト開発のコス

トと期間の制約故に優先度に応じた取捨選択が要求され

ます.確率が零に近いと予測される異常に対してはし、か

にきれいにショブ・ダウンに持ち込むかが operational

な課題です.

東京都立工科短期大学 小田中敏男

AITのこと いまタイのパンコクからこの手紙を書い

ております. 5 月 8 日から 11 日まで， アジア工科大学

(AIT) で、開催された「発展固におけるシステムモデリ

ングj の国際会議に出席し，本日終了したところです.

この会議は AIT と CIDA (カナダ国際発展局)と IF

ORS の共催で 1.システム構造と応用 2. 地域発展シ

ステム 3. 生産システムの最適化 4. エネルギーと水資

源システム 5. 健康と福祉システム 6. 計画と経済シス

テムの経営 7. システム解析と設計に焦点が当てられ.

50近い論文が世界各国から約 170 名の参加で現代ORの

第 1 i級のものが発表されました.

この機会に AIT の紹介を簡単にいたしたいと思いま

す.AIT は先進国よりの共同援助で創られた国際的な

技術科学の大学院大学でタイのバンコクにあります.も

確率が零に近い事象 ノーベル賞受賞分子生物学者 J . ちろん，修士，博士の学位も出しますし研究は主とし

モノーは「偶然と必然j とし、う著書の中で，生命発生に てアジアの生活改善の技術に目標が置かれ，その他今度

適した環境下でさえ生命の出現する先験的確率はほとん のように会議，セミナ一等が月 1 回位の割合で開催され

ど零であると述べている.感銘した私は火星に衛犀が軟 ます.この会議場は日本政府が寄贈したものです.学生

妻子した際知人に，タンパク質や核酸の合成は有りえて はアジア各国から選抜された約 400 名で，教授団は国際

も，地球生物のような細胞構造をもっ生命の痕跡は発見 的に組織されております.現に学長はアメリカ人です

きれないだろうと語ったものです.もちろん，確率が零 が，副学長は筑波大学教授の椎貝博美さんです.

IIIl1l1nlllllllllllllll1l1llll1lllllll1lllllllll¥lIl1l11l1l1l1l11l¥lIIl11l11l¥lIl1l1l1l1l1l1l1l1l11ll11l1l1l1l1l11l11ll11l111111¥11111111111111111111111111111¥111111111111111111111¥11111111111¥111111111111111111¥1¥1111111111¥111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIU1IIIIIIIII111 

526 オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



11川山11山11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川川11川111川11川11川11川川11川11川川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川111川111川111川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11山11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川111川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川111 ， 1川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11111川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川11川111川11川川11川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川11川111川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11111川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11山11川川11川川11川川11川川11川川11川11川山11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川111川11川111川11川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11 | 

私たちはいろいろな意味で東南ーアジアに注目する必要

を感じた次第です.

謀議所瀬尾芙巴子

専門領域の相互乗り入れを 現在，地域経済研究部門に

属していますが，従来から世界経済論の一環として地域

研究 (area study) 的なことをやってきました.そのな

かで経済理論を現実の複雑な諸現象に応用していくうえ

で， 自分では意識せずにシステム的思考法を身に一つけて

きたようです.

5 ， 6 年前より環境破壊の問題が脚光を浴びるに伴な

い，環境制御と地域計画との結合とし、う本来的なシステ

ム接近の分野に関心が移ることになりました.従来から

経済分析においても方法論的な研究に興味がありまし

たが，環境問題においては，とくに大規模システム，多

目的性，価値のトレード・オフ，諸要因の共通尺度の設

定など，方法論的に新しい接近法が開発されつつあり，

その l 段の展開が待望されているところです.そのため

には，学派を超えるばかりではなく，専門領域の相互乗

り入れが不可欠です.こうしたことにはなお強い抵抗も

残存するのが現状ですが OR oriented な方々の開拓

者精神に大いに期待し，大胆に新領域への進出のために

相互啓発を進めてゆきたいと思います. (所属学会)国際

経済学会， 日本地域学会など.

崎明テム部 錦織 孜

思芳速度に合った計算機を 25年前会社に入ったときの

上司が某大学で統計学を教えておられた関係もあり， 0

Rに大きな興味をもつようになり，いろいろ適用を考え

てきた.

当時の計算機は算盤とタイガ一計算機(手廻し式)の

みで誠にのんびりしたものであった.最近では大型コン

ビュータでのパッチ処理が多いが， どうも抵抗を感ず

る.それはそこにモデルがあり，データを入れれば翌日

山のように答が出てきて，思考の連続が不可能だからで

ある.

最近運賃問題をOR グループのテーマのーっとして研

究することとなった.そのごく一部であるが運賃，時間

とシェアの関係が情報理論による結果と非常に良く合

う.簡単なソフトが20ステートメントばかり入る電卓で

一つ一つデータを入れながら答を待つ.運賃と時聞をか

えながらシェアの変化を求めるのであるが，頭のスピー

ドと答'えの出てくるスピードがシンクロナイズされ，あ

わせてグラフにもプロットしながら行なえるので，途中

でし、ろいろな新しい発想ができる 自分でコントロール

可能な範囲の思考速度にいることの重要さをしみじみ味

わった.電卓でなくとも TSSでも似たものであろう

が，従事する人間の頭の廻転速度，問題の性質，気分な

どによって応答速度を変化できるようなソフトがほしく

なる.

コストと合理性に追いまくられる現代にスピードダウ

ンが要求したくなる.

lfufFィング計岡本部 瀬戸口 香

STEPS FOIL を導入して ORの成果は，当社のよう

な広告会社のマーケティング活動においても，媒体配分

問題での LP計算を代表格に広く J采用されているようで

す.しかし， 日常的な作業となると，回帰分析を中心と

した計量経済学の手法を用いた計算が多いようです.

が， これは手計算では実際上不可能なことであり， コン

ビュータを使うにしても，いちいち専門家に依頼するよ

うなこれまで、の処理方法には少々不便を感じておりまし

た.そんな折， 和歌山大学の杉浦教授のご指導によっ

て，計量経済解析用のアプリケーション言語システム

rSTEPS FOILJ を昨年導入することができました.

これは， コンピュータがまったくの素人でも，半日の講

習で，童図帰分析をはじめとした一連のデータ解析のプ

ログラムが書けるようになるとし、うすばらしいもので

す.このことは，単に計算が簡単になって時間効率、が上

がることだけにとどまらず，部員の中に，データに対す

る観点や姿勢に変化が生じだしたことなどにも波及効果

として大きく評価されるものがあると思います.ところ

が，便利になればなったで，今度はインプットするデー

タが問題にされるようになりだしました. rめんどう l

「他の解析で用いたデータファイルが手軽に使えない l

等々です.今後はこれらの不満を解消すべくデータベー

スの研究をはじめようかと思っている今日この頃です.
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